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●小豆島町の財政状況を
　　　　　　　　お知らせします
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●第７回小豆島町健康ウォークを
　　　　　　　　　　　開催します！
●～みんなで国保を守りましょう！～
●オリーブヘルスケアシステム
　　　　　　　　　参加者追加募集！
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「大きな実、見つけた！」
～苗羽小学校のオリーブ収穫体験から～
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☆歳入から歳出を差し引いた形式収支は、6億9,940万4千円となり、ここから繰越財源を除いた実質収
支は、6億1,604万4千円の黒字決算となりました。

【健全化判断比率の状況】 

② 健全化判断比率等の状況
　平成24年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、下記のとおりすべて早期健全化基準以
下の水準となっています。

区　　分 H24年度
決 算 値

H23年度
決 算 値

早期健全
化 基 準

財政再生
基　　準 用　　　語　　　解　　　説

実質赤字比率 － － 14.70 20.00
　一般会計の決算における実質赤字額が標準的な収入に対して
占める割合を表しています。
　赤字がない場合は、「－」となります。

連結実質赤字
比　　　　率 － － 19.70 30.00

　一般会計、特別会計の決算における実質赤字額や公営企業会
計の資金不足額を合計した額が標準的な収入に対して占める割
合を表しています。赤字がない場合は、「－」となります。

実質公債費
比　　　　率 6.5 7.6 25.0 35.0

　一般会計における公債費（借金払）、公営企業会計や一部事
務組合の公債費に対して一般会計が負担したと認められる額の
合計額が標準的な収入に対して占める割合を表しています。

将来負担比率 － － 350.00
　将来的に一般会計が負担する必要のある全ての地方債（借金）
や退職手当の負担見込額などが標準的な収入に対して占める割
合を表しています。将来の負担額に対して、充当可能な財源（貯
金など）が大きい場合は、「－」となります。

小豆島町の財政状況をお知らせします小豆島町の財政状況をお知らせします
① 平成24年度普通会計の歳入・歳出決算の状況

歳　入　96億1,315万5千円 歳　出　89億1,375万1千円

注記：普通会計とは、地方公共団体間の財政比較を行うため、地方財政統計において用いられている会計区分です。

※実質収支額については、歳入決算額から歳出決算額を差し引き、翌年度へ繰り越すべき財源を控除して求めます。
　この実質収支額がマイナスであるときに、実質赤字額が発生することになります。
※標準的な収入とは、行政用語では「標準財政規模」と呼ばれています。地方公共団体が、標準的な状態で通常収入されるであ

ろう地方税、地方譲与税、各種交付金、普通交付税などの経常的一般財源の規模をいいます。

【資金不足比率の状況】 

区　　分 H24年度
決 算 値

H23年度
決 算 値

経営健全
化 基 準 用　　　語　　　解　　　説

水 道 事 業 － －

20.00

　地方公営企業法の法適用会計（水道、病院、介護老人保健施設）では、流動
負債の額が流動資産の額を超えた場合に資金不足額が発生することになります。
　また、法非適用の会計（簡易水道）については、実質赤字額がある場合に資
金不足額が発生していることになります。
　資金不足額がない場合は、「－」となります。 

病 院 事 業 － －
介 護 老 人
保健施設事業 － －

簡易水道事業 － －

歳出歳入

町税町税
1,502,9931,502,993千円千円
　　　　15.615.6％

繰越金ほか繰越金ほか
988,951988,951千円千円
10.310.3％

地方交付税地方交付税
3,871,5893,871,589千円千円
40.340.3％

国庫支出金国庫支出金
554,467554,467千円千円
5.85.8％

町債町債
1,080,7001,080,700千円千円
11.211.2％

民生費民生費
1,921,1131,921,113千円千円
21.621.6％

総務費総務費
2,039,1422,039,142千円千円
22.922.9％

衛生費衛生費
1,223,7721,223,772千円千円
13.713.7％

教育費教育費
1,100,1831,100,183千円千円
12.312.3％

公債費公債費
828,926828,926千円千円
9.39.3％

土木費土木費
630,367630,367千円千円
7.17.1％

消防費消防費
361,418361,418千円千円
4.14.1％

自主財源自主財源
3,259,7913,259,791
　　千円　　千円
　　　　　　33.933.9％　％　

依存財源依存財源
　　　　　　　　　　6,353,3646,353,364千円千円
　　　　　　　　　　66.166.1％

民生費
1,921,113千円
21.6％

町税
1,502,993千円
　　15.6％

諸収入
228,252千円
2.4％
繰入金

222,070千円
2.3％繰越金ほか

988,951千円
10.3％

地方交付税
3,871,589千円
40.3％

国庫支出金
554,467千円
5.8％

町債
1,080,700千円
11.2％

県支出金
574,834千円
6.0％

譲与税交付金など
271,774千円
2.8％

分担金負担金
117,061千円
1.2％

自主財源
3,259,791
　　千円
　　　33.9％　

依存財源
　　　　　6,353,364千円
　　　　　66.1％

総務費
2,039,142千円
22.9％

衛生費
1,223,772千円
13.7％

教育費
1,100,183千円
12.3％

公債費
828,926千円
9.3％

消防費
361,418千円
4.1％

土木費
630,367千円
7.1％

商工費
247,104千円
　　2.8％

農林水産業費
254,802千円 2.9％

災害復旧費　141,630千円　1.6％
議会費　108,855千円 1.2％

労働費 56,439千円
　　　　0.6％

使用料手数料
200,464千円
2.1％
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③ 平成24年度に実施した主な事業

　今年の３月末現在で、町の借金は約73億円あります。これは小豆島町の住民が、一人あたり約45
万円の借金を抱えていることになりますが、合併以降に計画的に積み立ててきた貯金は約59億円あ
ります。また、国の地方財政のルールのなかでは、町の借金返済の一部に国の応援が約束されており、
子供たちの世代に負担を先送りしていない、健全な財政状況といえます。
　しかし、町では毎年必要となるお金の約３割しか自分で確保することが出来ていません。残りの約
７割は、国や県などに応援してもらっていますが、国もこれまでと同じように地方を応援出来なくな
ることも考えられます。
　今後も、必要なお金は少しでも町で確保していけるように努め、小豆島の未来のために必要な事業
を重点的に進めていきます。不足しているお金については、地方財政のルールに基づき、町の貯金を
活用したり借金をするなど、計画的な財政運営を行っていきます。

1. 島の魅力づくり
○瀬戸内国際芸術祭事業 

4. 住民参画・移住交流
○移住促進対策事業 
○協働のまちづくり支援事業

6. 子育ち応援
○家庭保育サポート事業 
○ひとり親家庭等福祉事業
○病児・病後児保育推進事業

2. 医療と福祉の充実
○小規模多機能施設整備事業
○オリーブヘルスケアシステム導入事業 
○福祉のまちづくり支援事業  

3. 交通基盤
○地域公共交通活性化・再生総合事業
○路線バス利用促進活動補助金交付事業 
○高齢者運転免許自主返納支援事業  

7. そ の 他
○光ファイバ網整備事業
○太陽光発電設備設置促進事業 
○電気自動車普及促進事業  

5. 安全・安心対策
○植松都市下水路再整備事業
○星城・苗羽小学校耐震等改修事業 
○西村地区防火水槽整備事業
○高潮対策事業（漁港・港湾） 

○中山地区棚田活性化事業
○木下惠介生誕百年記念事業
○オリーブトップワンプロジェクト推進事業 ○生涯学習のまちづくり支援事業

○天狗岩丁場跡遊歩道等整備事業
○石の魅力創造事業
○「二十四の瞳」演劇事業

72,627千円 7,008千円
5,265千円

10,253千円
6,415千円
9,666千円70,800千円

4,128千円
4,248千円

3,901千円
60千円

7,641千円

342,210千円
7,288千円
3,314千円

202,650千円
145,406千円

8,505千円
46,413千円

2,937千円
1,824千円

4,033千円
2,254千円

33,206千円
6,329千円
1,500千円

④ 決算のまとめ
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小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　

10
月
１
日
、
東
京
で
日
本
醤

油
協
会
・
醤
油
Ｐ
Ｒ
協
議
会
主

催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
醤
油

の
日
の
集
い
」
に
お
い
て
、
本

研
究
所
が
「
醤
油
地
域
貢
献
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
醤
油
地
域
貢
献
賞
」
と
は
、

「
地
域
」
で
の
し
ょ
う
ゆ
の
価

値
の
高
揚
、
し
ょ
う
ゆ
を
通
し

て
食
文
化
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ

た
方
、
或
い
は
し
ょ
う
ゆ
に
関

す
る
学
術
研
究
に
功
績
の
あ
っ

た
方
の
顕
彰
を
目
的
と
し
、
平

成
23
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

本
研
究
所
の
受
賞
理
由
は
、

１
０
０
年
来
の
技
術
支
援
に
よ

る
し
ょ
う
ゆ
の
品
質
向
上
お
よ

び
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

商
品
開
発
（「
そ
ら
豆
醤
油
」）

な
ど
に
よ
る
地
元
醤
油
産
業
活

性
化
へ
の
貢
献
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
を
励
み
と

し
ま
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

醤
油
な
ど
の
食
品
産
業
へ
の
更

な
る
ご
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
地
域
づ

く
り
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
に
お

け
る
発
酵
食
品
研
究
所
の
紹
介

動
画
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
研
究

所
の
取
り
組
み
を
ご
覧
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.youtube.com

/
user/chiikidukuri
http://w

w
w
.youtube.com

/
w
atch?v=

iQ
tjaoQ

w
pY

0&
f

eature=
c4-overview

-vl&
li

st=
PL_uu_G

M
9_--A

hh3y
8Y

ay_-kH
Eqm

SrY
fPq　

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
豆

島
町
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
を
楽
し

み
な
が
ら
食
べ
て
、
健
康
長
寿

を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
健
康
長
寿
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
医
療
費
、
介
護
費

を
抑
え
、
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ

ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
高
め
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

今
度
、
こ
の
取
り
組
み
が
農

林
水
産
大
臣
か
ら
地
産
地
消
と

地
域
食
材
の
拡
大
を
目
的
と
す

る
「
食
の
モ
デ
ル
地
域
」
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま

す
ま
す
オ
リ
ー
ブ
ト
ッ
プ
ワ
ン

に
相
応
し
い
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
（
10
月
２
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫

が
始
ま
り
ま
し
た
。
10
月
末
か

ら
11
月
は
じ
め
ま
で
は
オ
リ
ー

ブ
の
新
漬
け
用
、
そ
れ
か
ら
12

月
中
旬
ま
で
オ
イ
ル
用
の
収
穫

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
出
来
は
、
高
温
で
、

雨
が
降
る
べ
き
と
き
に
降
っ
た

お
か
げ
で
、
病
害
虫
も
少
な
く
、

実
も
玉
太
り
し
て
い
ま
す
。
出

来
は
上
々
で
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
に
つ
い
て
、
小
豆

島
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ワ
ン
で
あ

り
続
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
栽
培
面
積
、
生
産
量
を

で
き
る
だ
け
増
や
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
使
わ
れ
る
オ
リ
ー
ブ
の

自
給
率
は
、
０
・
０
２
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　

小
豆
島
が
こ
れ
か
ら
で
き
る

こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
高
い
レ

ベ
ル
の
オ
リ
ー
ブ
の
品
質
の
国

際
規
格
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。
実
は
、
オ
リ
ー
ブ
の

市
場
は
、
規
制
が
事
実
上
な
い

た
め
、
質
の
低
い
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
が
エ
キ
ス
ト
ラ
・
バ
ー
ジ

ン
・
オ
イ
ル
と
し
て
大
手
を

ふ
っ
て
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

今
度
香
川
県
産
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
品
質
評
価
基
準
検
討
委
員

会
（
田
村
啓
敏
香
川
大
学
農
学

部
教
授
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
多
様
な
利
用
、

多
角
的
な
利
用
の
可
能
性
は
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
オ
リ
ー

ブ
の
搾
り
か
す
を
餌
に
し
て

育
っ
た
オ
リ
ー
ブ
牛
や
オ
リ
ー

ブ
の
葉
っ
ぱ
を
食
べ
た
オ
リ
ー

ブ
は
ま
ち
は
、
そ
の
例
で
す
。

医
薬
品
や
健
康
食
品
、
化
粧
品

と
し
て
は
、
よ
り
可
能
性
は
大

で
す
。
オ
リ
ー
ブ
料
理
な
ど
も

有
望
で
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

　
『
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

Vol.34

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

小豆島オリーブ公園の収穫風景

「
発
酵
食
品
研
究
所
が

　

平
成
25
年
度
醤
油
地
域
貢
献
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。」

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

所　

長

末　

澤　

保　

彦
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者
の
み
な
ら
ず
、
家
族
の
身
体

的
・
精
神
的
負
担
軽
減
の
た
め

の
短
期
入
所
療
養
介
護
や
、
理

学
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に

よ
り
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復

を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
を

助
け
る
た
め
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
多
く
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や

自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
重
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
施
設
・
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
と
の
役
割
分
担
や
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
利
用

者
の
方
が
真
に
求
め
る
サ
ー
ビ

ス
を
的
確
に
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
相

談
や
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

Vol.16

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

小
豆
島
町
の
65
歳
以
上
の
い

わ
ゆ
る
高
齢
者
の
人
口
比
率
は

37
％
で
、
香
川
県
内
で
も
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
傾
向
が
顕
著
な
状
況
に

あ
っ
て
、
20
年
後
に
は
住
民
の

２
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

小
豆
島
町
で
は
「
高
齢
者
が
安

心
し
て
健
康
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
地
域
社
会
で
暮
ら
せ
る
」

を
め
ざ
し
て
、
各
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
並
び
に
介

護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）

う
ち
の
み
で
は
、
要
支
援
・
要

介
護
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者

の
方
へ
介
護
保
険
な
ど
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
で

は
、
自
宅
で
の
自
立
し
た
日
常

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
３

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
各
人
の
心
身

状
態
や
希
望
を
考
慮
し
て
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
計
画
に

基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
確

保
の
た
め
の
連
絡
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
よ
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
、
自
宅
を
訪
問
し
、
身
体

介
護
や
生
活
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
看
護
師
に
よ
る

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、

医
師
の
指
示
の
も
と
自
宅
を
訪

問
し
、
療
養
上
の
お
世
話
や
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
老
健
う
ち
の
み
で
は
、

在
宅
へ
の
復
帰
を
め
ざ
し
て
、

医
療
や
看
護
・
介
護
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
の
必
要
な
高
齢

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
」

　

小
豆
島
町
で
は
「
健
康
長
寿

の
島
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が

学
校
で
、
家
庭
で
、
公
民
館
で
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
を
と
り
入
れ

た
食
生
活
が
広
ま
っ
て
い
く
中

で
、
子
育
て
中
の
親
御
さ
ん
が

良
い
食
習
慣
を
知
っ
て
、
日
々

に
活
か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

い
う
思
い
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
お
い
し
く
食

べ
た
ご
は
ん
、
地
元
の
旬
の
物

を
使
っ
た
料
理
…
私
自
身
今
で

も
ふ
と
思
い
出
さ
れ
、
子
ど
も

の
頃
に
食
べ
た
味
は
体
の
根
っ

こ
に
し
み
つ
い
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
の
経
験

や
記
憶
は
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
食
生
活
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
食

習
慣
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
の
時
の
生
活
習
慣
、

特
に
食
習
慣
が
そ
の
先
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
や
習
慣
を
作
る

基
本
と
な
る
。
今
や
肥
満
や
生

活
習
慣
病
は
、
子
ど
も
に
も
無

縁
で
は
な
く
、
乳
幼
児
期
か
ら

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
自
分
で
整
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
に
は
、
家
庭
で

の
毎
日
の
食
事
、
生
活
リ
ズ
ム

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
で
は
、

乳
幼
児
健
診
で
レ
シ
ピ
集
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
・
楽
し

さ
、
地
域
で
と
れ
る
食
材
の
魅

力
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

語
り
か
け
な
が
ら
楽
し
く
伝
え

て
い
け
る
紙
芝
居
を
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　『
大
切
な
子
ど
も
の
食
生
活
』

栄養相談（乳幼児健診にて）

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

保
健
師

上　

田　

有　

梨

　
健
康
福
祉
部
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
課
長

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長

堀　

内　

宏　

美
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日
時　

11
月
９
日
㈯

　
　
　

10
時
〜

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

調
理
室

内
容　

少
し
の
量
で
も
簡
単
新

漬
け
が
つ
く
れ
ま
す

講
師　

木
村　

か
ほ
る
先
生

費
用　

５
０
０
円

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
員　

10
名
程
度

申
込
締
め
切
り　

　
　
　

11
月
6
日
㈬

申
し
込
み
先　

池
田
公
民
館　

☎
７
５
―
０
６
０
０

日
時　

12
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

　
　
　

19
時
〜

場
所　

蒲
生
公
民
館
洋
会
議
室

講
師　

大
川　

公
恵
先
生

費
用　

実
費

準
備
物

　

は
が
き

定
員　

５
名

申
込
期
間　

　

11
月
１
日
㈮
〜
11
月
22
日
㈮

申
し
込
み
先　

蒲
生
公
民
館　

☎
７
５
―
０
０
０
７

公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

成人式を迎える皆さんへ成人式を迎える皆さんへ
　来年の成人式は、平成５年４月２日から平成
６年４月１日までに生まれた方が対象です。
　対象者で、町内に住民票がある方には、案内
状を郵送（11月中旬発送予定）しますので、11
月28日㈭までに必ず出欠の返事を出してくださ
い。

　住民票がなくても出席できます
　転出している方でも、小豆島町で成人式に出
席を希望される方は、11月22日㈮までに、社会
教育課（☎82－7015）または各地区公民館まで
お申し込みください。

成人式日程
　平成26年１月12日㈰　
　13時30分～15時30分
　サン・オリーブ
　「オリーブホール」

【
古
文
書
に
見
る
島
の
歴
史
】

日
程　

11
月
16
日
㈯
、
12
月
14

日
㈯
、
平
成
26
年
1
月
11
日

㈯
、
2
月
8
日
㈯
、
3
月
8

日
㈯

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

※
受
付
は
13
時
〜

会
場　

11
月　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ

ン
タ
ー

　

12
月
、
3
月　

土
庄
中
央
公

民
館

　

1
月
、
2
月　

町
立
図
書
館

講
師　

小
豆
島
町
古
文
書
等
調

査
団
団
長
（
徳
島
文
理
大
学

文
学
部
教
授
）

橋
詰　

茂　
氏

受
講
料　

無
料　

※
た
だ
し
、
資
料
代
と
し
て
３

　

０
０
円
を
徴
収
し
ま
す
。

予
定
講
読
資
料　

笠
井
家
文
書

（
土
庄
町
）、
平
井
家
岡
田
家

文
書
（
小
豆
島
町
指
定
有
形

文
化
財
）　

ほ
か

申
込
期
限

　

11
月
8
日
㈮　

17
時

申
し
込
み
先　

社
会
教
育
課（
☎

　

８
２
―
７
０
１
５
）
ま
で
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

共
催　

香
川
県
立
文
書
館
、
小

豆
島
町
教
育
委
員
会
、
土
庄

町
教
育
委
員
会

日
程　

11
月
10
日
㈰

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、

午
前
７
時
に
町
内
一
斉
放
送

し
ま
す
。

受
付　

８
時

開
会
式　

８
時
25
分

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

8
時
30
分　

　

講
師　

JU
N
A
's 

エ
ク
サ
サ

イ
ズ
＆
ダ
ン
ス

　
　
　

白
下　

珠
那　
さ
ん

会
場　

星
城
幼
稚
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
終
了
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
紅
雲
亭
へ
移
動
）

　

紅
雲
亭
を
ス
タ
ー
ト（
予
定
）

　

9
時
30
分

集
合
場
所　

星
城
幼
稚
園

※
駐
車
場
（
草
壁
保
育
園
駐
車

場
、
草
壁
公
民
館
）
に
、
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り

合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は

町
内
に
勤
務
す
る
健
康
な
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

※
参
加
費
無
料

コ
ー
ス

◆
健
脚
コ
ー
ス
（
４・
65
キ
ロ
）

　

星
城
幼
稚
園
―
（
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
移
動
）
―
紅
雲
亭
〜
四

望
頂
〜
山
頂
（
休
憩
）
〜
石
門

〜
20
番
札
所
仏
ケ
滝
前
―
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）
―
星
城

幼
稚
園

◆
ゆ
と
り
コ
ー
ス（
２・
45
キ
ロ
）

　

星
城
幼
稚
園
―
（
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
移
動
）
―
紅
雲
亭
〜
四

望
頂
〜
山
頂
（
休
憩
）
―
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）
―
星
城

幼
稚
園

持
参
物　

水
筒
・
タ
オ
ル
・
防

寒
具
（
雨
具
）
な
ど

申
し
込
み
先　

各
公
民
館
、
社

会
教
育
課
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
公

民
館
ま
た
は
、
社
会
教
育
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
は
各
公
民

館
、
社
会
教
育
課
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
め
切
り

　

11
月
5
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

紅
葉
の
寒
霞
渓
を
歩
く
！
ふ
る
さ
と
発
見
！

紅
葉
の
寒
霞
渓
を
歩
く
！
ふ
る
さ
と
発
見
！

第
７
回
小
豆
島
町
健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催
！

第
７
回
小
豆
島
町
健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催
！

平
成
平
成
2525
年
度
「
古
文
書
出

年
度
「
古
文
書
出

前
講
座
」
の
ご
案
内

前
講
座
」
の
ご
案
内

オ
リ
ー
ブ
新
漬
教
室
と

オ
リ
ー
ブ
ペ
ー
ス
ト
を

使
っ
た
ピ
ザ
作
り

年
賀
状
教
室



小豆島町立
図書館
☎82－0291
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広報文芸
短歌　現人
九月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

今月のロビー展

11月の行事予定
行 事 名 日　　　　　　時 対　象

論語を読む会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「永遠の０」　百田尚樹著）

2日㈯　
9日㈯　
10日㈰　
16日㈯　
17日㈰　
17日㈰　

10：00～12：00
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

大人向け　「文学賞等受賞作品図書」展　　11月30日㈯まで
　読書週間にあたり、各種の賞を受賞した大人向けの本を
　展示・貸出します。
こども向け　「食欲の秋！食べ物の本特集」展　11月30日㈯まで

オリーブギャラリー11月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容

11月１日㈮～11月13日㈬ 小豆島コールアイランド　俳画展

11月16日㈯～11月30日㈯ 小豆島写真研究会

日
時　

11
月
３
日
㈰

　
　
　

14
時
〜
17
時

場
所　

夕
焼
け
ハ
ウ
ス（
神
浦
／

　

瀬
戸
芸
作
品
番
号
75
）

出
演
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

　

ブ
ル
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
バ
ナ
ー

（
尺
八
）

　

能
見　

誠
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

　

田
辺　

明
（
三
味
線
・
箏
）

　

古
澤　

龍
（
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

海と月の迷路
ヴルスト！ヴルスト！ヴルスト！　
代書屋ミクラ
ミーコの宝箱
生き直し
我、六道を懼れず
ごちそうさん　上
灰色の犬
ハードトーク
将　　門
去年の冬、きみと別れ
ユニコーン
伊藤くんA to E
電気ちゃん
ダイバージェント異端者
極悪鳥になる夢を見る
資格をお金に換える方法
緊急！池上彰と考える巨大地震
民族芸能探訪ガイドブック
乳がんって遺伝するの？
DIYでできる壁紙リノベーション
ウルトラ
だれもが成功！はじめてのマカロン
忙しい人でもおいしく作れる夜ごはん
ぴんころ御膳
おからレシピ
ホクトのきのこレシピ

大 沢 在 昌
原　　 宏 一
松 崎 有 理
森 沢 明 夫
岡 部 え つ
海　道　龍一朗
豊 田 美 加
福 澤 徹 三
松 原 耕 二
矢 野　　 隆
中 村 文 則
原 田 マ ハ
柚 木 麻 子
楠　　 章 子
ベロニカ・ロス
貴 志 祐 介
高　村　祐規子
池 上　　 彰
星 野　　 紘
山 内 英 子
主婦と生活社
ヤノベケンジ
熊 谷 裕 子
青 山 有 紀
オレンジページ
石 澤 清 美
ホ ク ト

（幼児向き）
つぎはわたしのばん
だちょうのたまごにいちゃん
ちょうちょ
まちのじどうしゃレース
あんみつひめさま

（児童向き）
どんぐりカプセル
まちのおばけずかん
ふたり
むしむしたんけんたい　3
せかいでいちばん大きなおいも

（ティーンズ向き）
中学生に贈りたい心の詩40

瀬
戸
芸
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ャ
ッ
ク
に

瀬
戸
芸
作
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ャ
ッ
ク
に

よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
夕
日
音
楽
の
集
い
」

よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
夕
日
音
楽
の
集
い
」

気
恥
か
し
敬
老
会
に
は
思
い
切
り
単
衣
を
弄
り
ツ
ー
ピ
ー
ス
で
ゆ
く　

　
　
　
　

小
林　

久
子

縫
ふ
時
は
如
何
程
苦
労
し
た
こ
と
か
着
ら
れ
ぬ
服
も
捨
て
ら
れ
ず
を
り　

　
　
　

柴
田　

令
子

豪
雨
去
り
晴
る
る
秋
空
澄
み
渡
り
讃
岐
山
脈　

寝
釈
迦
の
か
た
ち　

　
　
　
　
　

三
好
千
英
子

初
曽
孫　

父
似
母
似
と
賑
や
か
に
何
方
で
も
よ
し
可
愛
い
口
元　

　
　
　
　
　
　

山
下
美
千
代

肘
を
つ
く
左
右
ど
ち
ら
の
膝
だ
っ
け
「
ロ
ダ
ン
」
教
へ
て　

考
え
る
我　

　
　
　

藤
井　

哲
夫

貯
水
率
気
に
な
る
早
明
浦　

雨
来
る
か　

否
か　

病
葉
カ
ー
ド
を
捲
る　

　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

木 曜 句 会

木
犀
の
香
の
あ
る
庭
に
住
み
古
り
て　

　
　

来　
　

杏
花

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
若
さ
二
人
や
天
高
し　

　
　

田
中
と
き
代

名
月
や
湾
の
細
波
踊
る
ご
と　

　
　
　
　
　

森
本　

睦
美

健
や
か
に
齢
を
か
さ
ね
て
敬
老
日　

　
　
　

後
藤
キ
ヨ
ヱ

携
帯
を
孫
に
お
そ
わ
る
夏
休
み　

　
　
　
　

鴻
上
せ
い
子

寄
り
添
う
て
さ
さ
や
く
ご
と
き
赤
ト
ン
ボ　
須
佐
美
奈
良
江
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「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

　

小
豆
島
醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

　

小
豆
島
醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

　
　
　

２
０
１
３
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

　
　
　

２
０
１
３
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

　
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
小
豆
島
醤
の
郷
＋
坂

手
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
日

本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
主
催
す

る
２
０
１
３
年
度
の
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
１
９
５
７
年
に
通

商
産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
て
以
来
、

日
本
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ン
の

評
価
・
推
奨
の
運
動
と
し
て
広

く
知
ら
れ
る
世
界
的
な
デ
ザ
イ

ン
賞
で
す
。

　

審
査
委
員
の
評
価
は
、『
ア
ー

ト
を
取
り
入
れ
た
地
域
活
性
の

事
例
は
増
え
て
い
る
が
、
小
豆

島
・
坂
手
港
で
の
取
り
組
み
は

一
際
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。「
観

光
か
ら
関
係
へ
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
名
所
を
め

ぐ
る
観
光
で
は
な
く
、
人
と
人

が
出
会
う
こ
と
で
生
ま
れ
る
関

係
に
注
目
、「
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
新
し

い
経
済
モ
デ
ル
を
実
践
し
て
い

る
。
島
内
に
は
、
継
続
的
な
関

係
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
数
多
く
仕
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
各
領
域
の
専
門
家
を
巻
き

込
み
、
建
築
、
Ｉ
Ｔ
、
ア
ー
ト
、

食
、
教
育
の
視
点
で
島
内
活
動

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
う
な

ど
、
地
域
×
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
新
し
い
型
を
構

築
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し

た
い
』
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
受
賞
を
励
み
に
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ア
ー
ト
や
デ

ザ
イ
ン
を
通
じ
て
、
一
度
限
り

の
「
観
光
」
で
は
な
く
、
人
と

人
が
出
会
う
こ
と
で
生
ま
れ
る

継
続
的
な
「
関
係
」
を
育
む
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
小
豆
島
の
元

気
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

プロジェクトの取り組みの一つ、地域とクリエイター
の皆さんが一緒になって開催された「なつまつり」

犬
を
捨
て
な
い
で

　

町
中
を
徘は

い

徊か
い

す
る
野
犬
は
自

然
に
増
え
続
け
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
家
庭
で
飼
え
な
く

な
っ
た
成
犬
や
、
生
ま
れ
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
家
庭
で
は
飼
う

こ
と
が
で
き
な
い
子
犬
が
捨
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。

捨
て
犬
の
行
く
末

　
「
誰
か
に
拾
わ
れ
て
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
安

易
な
気
持
ち
で
捨
て
て
い
る
の

で
し
ょ
う
が
、
捨
て
ら
れ
た
犬

た
ち
の
末
路
は
悲
惨
な
も
の
で

す
。

　

ま
だ
親
の
世
話
が
必
要
な
子

犬
は
体
温
の
維
持
も
ま
ま
な
ら

ず
、
寒
さ
や
空
腹
で
衰
弱
死
す

る
か
、
弱
っ
た
と
こ
ろ
を
カ
ラ

ス
な
ど
に
つ
つ
か
れ
て
死
ん
で

い
く
の
が
現
実
で
す
。

　

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
犬
が
町

中
を
徘
徊
す
れ
ば
、
畑
を
荒
ら

さ
れ
た
り
、
庭
を
糞
尿
で
汚
さ

れ
る
な
ど
近
隣
住
民
に
も
多
大

な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

野
犬
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で

　

野
犬
に
対
す
る
エ
サ
や
り
は
、

動
物
愛
護
と
は
違
い
ま
す
。
子

犬
が
お
腹
を
空
か
せ
て
徘
徊
し

て
い
る
と
、
可
哀
想
だ
と
い
っ

て
エ
サ
を
や
り
続
け
る
人
が
お

り
、
や
が
て
子
犬
が
成
犬
と

な
っ
て
さ
ら
に
繁
殖
が
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

適
切
な
繁
殖
制
限
を

　

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
に

は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
に
相

談
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

オ
ス
は
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る

攻
撃
性
や
支
配
性
、
縄
張
り
意

識
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放

さ
れ
、
メ
ス
を
巡
る
オ
ス
同
士

の
ケ
ン
カ
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

メ
ス
の
場
合
に
は
発
情
・
妊

娠
・
出
産
に
よ
る
肉
体
的
負
担

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
周

期
的
な
性
格
の
変
化
が
な
く
な

り
、
安
定
し
て
飼
い
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情
を

持
っ
て
適
切
に
繁
殖
制
限
し
て

や
る
こ
と
が
、
人
と
犬
と
が
と

も
に
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
は

必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

飼
い
主
の
責
任
で
す

飼
い
主
の
責
任
で
す

　

〜
適
切
な
繁
殖
制
限
を
〜

平
成
25
年
度
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
補
助
金

　
〜
予
約
申
請
は
12
月
27
日

締
め
切
り
で
す
〜

　

本
町
で
は
、町
内
の
住
宅
（
兼

用
住
宅
含
む
）
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

方
、
ま
た
は
町
内
で
太
陽
光
発

電
設
備
付
建
売
住
宅
を
購
入
し

よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
設
置
す
る

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
値
に
4

万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
16
万
円
）

ま
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
3
月
末
ま
で
に
設

置
工
事
が
完
了
す
る
方
は
、
平

成
25
年
12
月
27
日
ま
で
に
予
約

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
事
業
内
容
お

よ
び
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、

環
境
衛
生
課
・
太
陽
光
発
電
補

助
金
担
当
（
☎
８
２
―
７
０
０

８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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対
象
と
な
る
住
宅
の
要
件

●
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

●
一
戸
建
て
ま
た
は
長
屋
建
て

で
あ
る
こ
と

●
申
請
者
が
住
み
、
持
家
で
あ

る
こ
と
（
親
子
の
関
係
に
あ

る
場
合
な
ど
は
可
）

●
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部

分
が
過
半
を
占
め
て
い
る
こ

と
●
建
築
基
準
法
の
違
反
が
な
い

こ
と

●
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
耐
震
改
修
工
事
の
場
合
、
改

修
後
も
、
引
き
続
き
住
宅
と

し
て
利
用
す
る
こ
と

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
９

補
助
の
内
容

①
耐
震
診
断

　

9
万
円
を
限
度
に
補
助　

　
（
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用

の
10
分
の
９
）

②
耐
震
改
修

　

90
万
円
を
限
度
に
補
助　

　
（
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
）

　

小
豆
島
町
内
の
住
宅
に
対
す
る
耐
震
対
策
と
し
て
、
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
捕
助
し
ま
す
。
補
助
金

を
活
用
し
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
取
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

大
地
震
へ
の
備
え
の
第
一
歩
！

大
地
震
へ
の
備
え
の
第
一
歩
！

住
宅
の
耐
震
化

住
宅
の
耐
震
化  

補
助
申
請
受
付
中

補
助
申
請
受
付
中

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

9
月
５
、
6
日
に
小
豆
島
オ

リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
主
催
に
よ

る
オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
園

地
品
評
会
は
、
小
豆
地
区
の
オ

リ
ー
ブ
生
産
者
相
互
の
切
磋
琢

磨
に
よ
り
、
果
実
の
生
産
技
術

と
品
質
向
上
を
図
り
、
オ
リ
ー

ブ
産
地
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展

と
オ
リ
ー
ブ
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　

　

県
、
両
町
、
農
協
の
担
当
者

9
名
を
審
査
委
員
と
し
て
、
園

地
の
管
理
状
況
を
は
じ
め
、
剪

定
の
状
況
、
着
果
量
、
病
害
虫

の
有
無
等
の
4
項
目
計
50
点
満

点
で
審
査
を
行
い
、
次
の
と
お

り
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

表
彰
は
平
成
26
年
2
月
に
開
催

予
定
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
管
理
講

習
会
で
行
い
ま
す
。

　受 賞 者（敬称略）

受　　賞　　区　　分 受　賞　者 受賞者園地

香 川 県 知 事 賞 秋　田　哲　典 安　田

小 豆 島 町 長 賞 中　山　幸　一 池　田

土 庄 町 長 賞 髙　橋　廣　次 土庄町渕崎

香川県農業協同組合代表理事長賞 畑　口　欣　哉 西　村

小豆島オリーブ振興協議会長賞 岡　　　　　修 室　生

香川県知事賞受賞園地
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

　

秋
も
深
ま
り
、
オ
イ
ル
用
果

実
の
収
穫
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
果
実
は
鮮
度
が
命
で
す
の

で
、
収
穫
の
際
に
は
、
次
の
点

に
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
腐
敗
や
病
気
に
か
か
っ
た
果

実
、
落
ち
た
果
実
を
混
入
さ

せ
な
い

○
ハ
マ
キ
ム
シ
の
被
害
果
実
に

注
意
す
る

○
入
れ
物
は
通
気
性
の
あ
る
コ

ン
テ
ナ
等
を
使
い
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
や
段
ボ
ー
ル
箱
は
使
わ

な
い

○
収
穫
し
た
果
実
は
速
や
か
に

出
荷
す
る

　

ま
た
、
10
月
末
ま
で
に
秋
肥

の
施
用
が
で
き
て
い
な
い
園
地

は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
は
終
わ

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

「炭疽病」の果実。混
入するとオイルの風味
を悪くします。

小豆地区少年育成センターからのお知らせ
11月は子ども・若者育成支援月間です
健やかに伸びよう伸ばそう青少年

●家庭では生活の基本を身につけましょう
　早寝・早起き・朝ごはん
●「おはよう」などのあいさつを習慣づけましょ

う
●ケイタイ・スマホの使い方を家族で話し合い、

ルールを決めましょう
●地域で安全に安心して遊べる環境を整えま

しょう

地域全体で子どもを守り、育てましょう
　子どもの言動や子育てに不安を感じたら、ご
相談ください。

問い合わせ先　
　小豆地区少年育成センター　☎62－6565
　小豆地区教育支援センター　☎62－6200
　小豆島分室（社会教育課内）☎82－7015

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め①
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

②
吸
い
殻
は
専
用
の
吸
い
殻
入

れ
に
捨
て
る
。

③
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
る
。

電
気
器
具
、
配
線
器
具
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め

①
た
こ
足
配
線
を
し
な
い
。

②
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
定

期
的
に
清
掃
す
る
。

③
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
。

④
コ
ー
ド
が
熱
く
な
っ
た
ら
使

用
し
な
い
。

調
理
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

た
め

①
そ
の
場
を
離
れ
る
時
は
火
を

止
め
る
。

②
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
。

　

日
頃
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
災
害
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日
㈯
〜
15
日
㈮

『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

家
庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

　

み
な
お
そ
う

　
　
　

我
が
家
の
火
の
元

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
気
候
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
人
権
学
習

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
の
ま
わ
り
の

人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
13
日
㈬

　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

内
海
中
学
校
体
育
館

内
容

　

○
１
・
２
年
生　

人
権
学
習
の
発
表

　

○
３
年
生　

人
権
劇

　
　
　
『
確
か
な
一
歩
を　

未
来
へ
』

　

○
意
見
交
換　

　
　
　
　
　
　

※
３
年
生
全
員
で
人
権
劇
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
中
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
人
権
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
海
中
学
校
人
権
集
会
の
ご
案
内

内
海
中
学
校
人
権
集
会
の
ご
案
内

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程　

11
月
22
日
㈮

　

①
13
時
〜
14
時

　
　

旧
福
田
小
学
校
体
育
館

　

②
15
時
〜
16
時

　
　
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ 

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

主
催　

福
田
地
区
福
祉
推
進
委

員
会
・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

問
い
合
わ
せ
先　

①
福
田
公
民

館　

☎
８
４
―
２
８
１
２　

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
８
２
―

５
３
１
８

交
通
安
全
防
犯
防
災
講
演
会
・

交
通
安
全
防
犯
防
災
講
演
会
・

県
警
音
楽
隊
の
演
奏
の
お
知
ら
せ

県
警
音
楽
隊
の
演
奏
の
お
知
ら
せ

2012年人権劇
　「手紙～第二章～」より
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❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

139Kcal
　3.2ｇ
　10.1ｇ
14mg
　0.8ｇ

今年のテーマ　 ～オリーブオイルを使ったレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

しめじ
えのきたけ
玉ねぎ
ベーコン
オリーブオイル

ケチャップ
塩
こしょう
砂糖　

１パック
１/２袋
　１個
40ｇ

大さじ２

大さじ3
少々
少々

ひとつまみ

玉ねぎは５ｍｍ厚さのうす切り、しめじ、えのきは石
づきを取り、ほぐす。ベーコンは１cm幅に切る。
鍋にオリーブオイルを熱し、①を入れて炒め、Ⓐを加
え全体に馴染ませるように混ぜる。
強火で蓋をして、蒸気があがったら弱火で10分程煮る。
火がとおったら、蓋を取り、水分をとばす。

①

②

③
④

きのこと玉ねぎの
ケチャップ炒め

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

11月14日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

11月21日 池田・蒲生・中山

11月28日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

※11月７日はお休みします。
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

も
も
基
本
的
に
は
同
額
で
す
が
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
の
場
合
は

加
算
が
つ
く
も
の
が
あ
り
、
初

診
料
に
は
７
５
０
円
、
再
診
料

に
は
３
８
０
円
の
乳
幼
児
加
算

が
、
心
電
図
検
査
や
超
音
波
検

査
な
ど
の
検
査
の
中
に
は
、
通

常
の
検
査
料
に
15
〜
60
％
の
加

算
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
、
夜
間

や
休
日
な
ど
診
療
時
間
外
に
受

診
し
た
場
合
の
時
間
外
加
算
も
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
だ
と
加
算

額
は
さ
ら
に
高
額
と
な
り
ま
す
。

●
夜
間
や
休
日
の
子
ど
も
の
受

診
は
症
状
を
み
て
慎
重
に

　

夜
間
や
休
日
な
ど
に
子
ど
も

を
受
診
さ
せ
る
べ
き
か
迷
っ
た

時
は
、
受
診
前
に
次
の
子
ど
も

の
救
急
専
門
の
電
話
相
談
を
活

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
児
救
急
電
話
相
談
」

　

こ
れ
は
、
夜
間
や
休
日
の
急

な
子
ど
も
の
病
気
に
ど
う
対
処

し
た
ら
よ
い
の
か
、
医
療
機
関

を
受
診
す
べ
き
か
ど
う
か
な
ど

の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
、
小

児
科
医
や
看
護
師
な
ど
の
専
門

家
に
電
話
で
相
談
で
き
る
制
度

で
す
。

　

今
月
は
、「
医
療
機
関
へ
の

か
か
り
方
に
つ
い
て
」
の
３
回

目
と
な
り
ま
す
。

●
「
子
ど
も
の
医
療
費
は
安
い
」

は
間
違
い

　

最
近
は
子
育
て
支
援
策
の
一

環
と
し
て
、
子
ど
も
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
際
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
補
助
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
の
場
合
、
窓
口
で
支
払

う
金
額
が
少
な
か
っ
た
り
無
料

だ
っ
た
り
す
る
た
め
、「
子
ど

も
の
医
療
費
は
安
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
実
際
に
は
大
人
と
同
額
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
医
療
費

が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
大
半

は
保
険
が
負
担
し
て
お
り
、
皆

さ
ん
の
保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。

●
乳
幼
児
の
初
診
料
や
検
査
料

は
大
人
よ
り
も
高
い

　

日
本
の
医
療
費
の
計
算
方
法

は「
出
来
高
払
い
方
式
」で
、
検

査
や
処
置
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
単
価
は
大
人
も
子
ど

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

第第
66
回回

　

相
談
先
は
各
都
道
府
県
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
ご
家
庭
の
電

話
機
や
携
帯
電
話
か
ら
短
縮
番

号
「
＃
８
０
０
０
」を
プ
ッ
シ
ュ

す
る
だ
け
で
相
談
窓
口
に
自
動

転
送
さ
れ
、
子
ど
も
の
症
状
に

応
じ
た
適
切
な
対
処
法
や
、
受

診
す
る
医
療
機
関
等
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
時
間
は
、
土
日

を
含
む
全
日
と
も
午
後
７
時
か

ら
翌
朝
８
時
ま
で
で
す
。

一
人
ひ
と
り
で
、
医
療
機
関
へ

の
か
か
り
方
を
も
う
一
度
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
年

齢
の
方
が
対
象
と
な
る
特
定
健

診
は
、
11
月
30
日
ま
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
、
対
象
と
な
る
皆
さ

ん
に
は
、
今
年
の
５
月
末
に
健

診
の
ご
案
内
と
受
診
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
受
診
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
中
心
と
し

た
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂

血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
近

づ
い
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
健

診
で
す
。
毎
年
受
診
す
る
こ
と

で
、
健
康
状
態
の
変
化
が
わ
か

り
ま
す
。

　

毎
年
、
特
定
健
診
を
受
診
し
、

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

※
受
診
の
申
し
込
み
は
、
指
定

医
療
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
て
い
る

場
合
は
再
発
行
が
可
能
で

す
の
で
、
健
康
づ
く
り
福

祉
課　

国
保
係
（
８
２
―

７
０
３
８
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今
年
の
特
定
健
診
は
も
う
受
け
ま
し
た
か
？

今
年
の
特
定
健
診
は
も
う
受
け
ま
し
た
か
？

Ⓐ {
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日 に ち 場　　所 検診種類 受付時間
（予定） 料　　金

12月13日㈮ イマージュ
セ ン タ ー

乳 が ん
検　　診

9：30～
11：00

40歳代：
2,000円

50歳以上：
1,700円

子宮頸がん
検　　診

14：00～
15：30 1,100円

■
オ
リ
ー
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は

　

公
民
館
に
設
置
し
た
機
械
に
、

自
分
の
歩
数
や
血
圧
、
体
重
な

ど
の
情
報
を
登
録
し
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
、
毎
月
1
回
程
度

テ
レ
ビ
電
話
で
、
保
健
師
が
健

康
相
談
を
行
い
、
み
な
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
事
業
を
開
始

し
、
現
在
は
6
公
民
館
で
約

１
３
０
名
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
者　

草
壁
、
福
田
、
安

田
、
苗
羽
、
池
田
、
二
生
地

区
に
お
住
ま
い
の
満
65
歳
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。（
蒲
生
、三
都
、

西
村
、
坂
手
、
橘
公
民
館
は
、

平
成
26
年
度
に
整
備
予
定
で

す
。）

　
■
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と

①
貸
し
出
し
さ
れ
た
歩
数
計
を

持
ち
、
普
段
の
生
活
で
利
用

し
ま
す
。

★
普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど　

体
を
動
か
し
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
毎
日
歩
く
時
間
が

な
い
、
長
時
間
歩
け
な
い
と

い
う
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

②
1
か
月
に
2
回
程
度
、
公
民

館
に
行
っ
て
、
歩
数
や
血
圧

の
登
録
を
し
ま
す
。

★
機
械
の
操
作
が
苦
手
な
方
で

も
大
丈
夫
で
す
。
操
作
に
慣

れ
る
ま
で
、
保
健
師
が
支
援

し
ま
す
。

③
1
か
月
に
1
回
程
度
、
公
民

館
に
行
っ
て
、
テ
レ
ビ
電
話

で
保
健
師
と
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

6
か
所
で
20
名

程
度
で
す
。

■
申
込
期
間　

11
月
1
日
㈮
〜

22
日
㈮

■
申
し
込
み
先　

　

小
豆
島
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
８
２
―

７
０
０
６

オ
リ
ー
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
参
加
者
追
加
募
集
！

オ
リ
ー
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
参
加
者
追
加
募
集
！

＊
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

＊
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
ご
案
内
＊

検
診
の
ご
案
内
＊

　

次
の
と
お
り
12
月
に
乳
が

ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
追
加

で
行
い
ま
す
。
2
年
に
一
度
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
る

が
ん
検
診
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

11
月
8
日
㈮
ま
で
に
健
康
づ
く

り
福
祉
課
（
☎
８
２
―
７
０
３

８
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　

し
つ
け
と
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
が
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
繰
り
返

し
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。
暴

力
・
暴
言
で
子
ど
も
を
追
い
つ

め
、
保
護
者
に
従
わ
せ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
不
安
や
悩
み
を
ひ
と
り
で
か

か
え
な
い
で

 

不
安
や
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱

え
こ
む
前
に
、
思
い
き
っ
て
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
ず
誰
か
に
頼
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
虐
待
を
疑
っ
た
時
は
通
報
を

　

通
報
は
、
直
接
虐
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
て
い
な

い
場
合
で
も
で
き
ま
す
。
体
に

殴
ら
れ
た
よ
う
な
あ
ざ
や
切
り

傷
を
つ
け
た
子
ど
も
が
い
る
な

ど
、
適
切
な
養
育
を
受
け
て
い

な
い
子
ど
も
に
気
づ
い
た
方
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
に
つ

い
て

　

オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
運
動
と

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
児
童
虐
待
防

止
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
総
合
窓
口
を
担
っ
て

い
る
団
体
の
児
童
虐
待
防
止
の

広
報
・
啓
発
活
動
で
、「
子
ど

も
虐
待
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
め
ざ
す
市
民
運
動
で
す
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://w
w
w
.orangeribbon.

jp/◆
相
談
先

　

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―
８
６
２
―
８
８
６
１

　

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

　

☎
０
８
７
―
８
６
２
―
４
１
５
２

　

小
豆
総
合
事
務
所
（
家
庭
児

　

童
相
談
室
）

　

☎
６
２
―
１
３
７
３

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課 　

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

子
育
ち
共
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
０

1111
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
く
い

止
め
る
た
め
に
は
、
周
り
の
人
が
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
親
子

の
小
さ
な
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
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に
流
行
し
ま
す
が
、
今
年
は
い

つ
も
よ
り
早
く
に
流
行
し
て
い

ま
す
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
大
き
い

お
子
さ
ん
や
大
人
で
は
普
通
の

カ
ゼ
の
症
状
し
か
出
ま
せ
ん
が
、

特
に
月
齢
の
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん

や
、
未
熟
児
で
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
な
ど
で
は
、
急
激
に
呼
吸

障
害
が
進
行
し
て
、
気
管
支
炎

や
肺
炎
を
起
こ
し
、
入
院
が
必

　

秋
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
か

と
思
う
と
、
朝
晩
の
冷
え
込
み

か
ら
か
、
体
調
を
く
ず
す
お
子

さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

鼻
水
が
出
る
、
咳
が
出
る
、
熱

が
出
た
・
・
・

　

そ
の
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
冬

に
か
け
て
、
特
に
赤
ち
ゃ
ん
で

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
カ
ゼ

に
、「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、
冬

要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
カ
ゼ

で
す
。
特
効
薬
が
な
い
の
で
、

感
染
予
防
が
第
一
で
す
。

　
「
た
か
が
カ
ゼ
さ
れ
ど
カ
ゼ
」、

赤
ち
ゃ
ん
が
咳
を
し
だ
し
た
ら
、

母
乳
や
ミ
ル
ク
が
飲
め
て
い
る

か
、
飲
ん
で
も
吐
い
て
し
ま
う

こ
と
が
な
い
か
、
機
嫌
が
悪
く

な
い
か
、息
づ
か
い
が
ゼ
ー
ゼ
ー

し
苦
し
そ
う
で
な
い
か
十
分
観

察
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

カ
ゼ
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
お
宅

へ
の
訪
問
は
な
る
べ
く
避
け
る

心
遣
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

日
時　

11
月
29
日
㈮

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　

東
館
２
階
会
議
室

対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治

療
し
て
い
る
方
の
家
族

内
容　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ

い
て
の
知
識
・
情
報
の
提
供

　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療
し

て
い
る
方
の
家
族
が
集
ま
っ

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
先　

小
豆
総
合
事
務

所　

保
健
福
祉
課
精
神
保
健

　

福
祉
担
当　
☎
６
２
―
１
３
７
３

家
族
相
談
の
ご
案
内

〈
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
気
を
つ
け
て
〉

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、
人身取引、セクシャル・ハラスメント、ストー
カー行為等、女性に対する暴力は女性の人権を
著しく侵害するものであり、決して許されるも
のではありません。
　この期間をきっかけに、女性に対する暴力に
ついて考え、暴力のない社会づくりをすすめま
しょう。

女性の人権問題をめぐる電話相談は
「女性の人権ホットライン」

　0570－070－810をご利用ください。

受付時間　平日　８時30分から17時15分まで
　※11月18日㈪～24日㈰の期間は
　　８時30分～19時（土・日は10時～17時）　
相談員　人権擁護委員および高松法務局職員

11月12日から11月25日までは、11月12日から11月25日までは、
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

○
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　

高
齢
者
虐
待

　

高
齢
者
虐
待
と
は
次
の
よ
う

な
こ
と
を
い
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待
…
た
た
く
、
つ

ね
る
、
蹴
る
、
ベ
ッ
ド
に
縛

り
つ
け
る
、
無
理
や
り
食
事

を
口
に
入
れ
る
、
外
か
ら
鍵

を
か
け
て
閉
じ
込
め
る
な
ど

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

…
食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
、

　

入
浴
さ
せ
な
い
、
必
要
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
せ
な
い
、
不
衛
生
な
環
境

の
中
で
生
活
さ
せ
る
な
ど

③
心
理
的
虐
待
…
怒
鳴
る
、
の

の
し
る
、
無
視
す
る
、
子
ど

も
扱
い
す
る
な
ど

④
性
的
虐
待
…
性
的
な
行
為
を

強
要
す
る
、
排
泄
の
失
敗
に

対
し
罰
と
し
て
裸
に
し
て
放

置
す
る
な
ど

○
ご
近
所
に
こ
ん
な
高
齢
者
は

い
ま
せ
ん
か
？

□
痣
や
傷
が
あ
る
の
に
理
由
を

聞
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い

□
家
に
い
た
く
な
い
等
の
訴
え

が
あ
る

□
や
せ
や
異
臭
が
目
立
つ

○
高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

介
護
を
す
る
家
族
の
負
担
は

想
像
以
上
に
大
き
い
も
の
で
す
。

介
護
す
る
家
族
な
ど
が
心
身
の

疲
れ
や
介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
り
、
無
意
識
の
う
ち
に

虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

周
り
の
人
が
介
護
者
の
負
担
を

知
り
、
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
日
常
生
活
で
挨
拶
を
交
わ
し
、

元
気
が
な
い
と
き
は
率
先
し

て
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

★
最
近
姿
を
見
か
け
な
い
な
ど

変
わ
っ
た
様
子
が
な
い
か
見

守
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

★
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
上
手
に
活

用
し
、
介
護
の
負
担
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

★
困
っ
て
い
る
高
齢
者
や
家
族

が
い
た
ら
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
勧
め

ま
し
ょ
う
。

※
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
小
豆
島
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２
―
７

　
０
０
６
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

〜
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

〜
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

戸内海・小豆島の石の魅力を発信
小豆島石の魅力創造シンポジウム開催

　10月5・6日、福田体育館（福武ハウス）などを
会場に小豆島石の魅力創造シンポジウムが開催され
ました。
　5日のジオサイト探訪では、瀬戸内火山岩類の中で、
最初に活動を行った跡が残る坂手の瀬戸の浜を見学
し、その後、噴火口の跡といわれる寒霞渓の四方指
を見学しました。探訪の最後には、神浦の皇子神社
で世界で初めて発見されたマントル直結安山岩につ
いて、神戸大学の巽好幸教授から解説を受けるなど、
それぞれの専門家の説明を受けながらジオポイント
を見学しました。

　6日には、午前中に天狗岩丁場跡と天狗岩磯丁場跡
の2か所のジオポイントを見学し、午後からは、シン
ポジウムが開催されました。
　シンポジウムでは、初めに香川大学工学部 長谷川
修一教授・神戸大学大学院理学研究科 巽好幸教授・
深田地質研究所 藤田勝代主査研究員・同志社大学文
化遺産情報科学研究センター 津村宏臣センター長に
よる基調講演が行われました。基調講演の後には、
長谷川修一教授のコーディネートで5名のパネリスト
とコメンテーターによるフリーディスカッションが
行われるなど、石の本質的な魅力を改めて体験でき
る機会となりました。

瀬

々の練習の成果を発揮して
第47回小豆郡小学生陸上記録会

　10月2日、郡内の小学校５・６年生が参
加して第47回小豆郡小学生陸上記録会が内
海総合運動公園で開催されました。
　さわやかな秋風の吹くグラウンドで行われ
た大会では、惜しくも大会新記録は生まれま
せんでしたが、自己ベストをめざして全力で
競技に挑む子ども達に惜しみない拍手が送ら
れていました。結果は左のとおりです。

日
種　　　目 氏　名 学校名 記　録

60mハードル
5女 三木菜々子 安田 11"8

6男 村角　祐輔 星城 10"1

100m

5女 震　　葵衣 苗羽 16"2

5男 平間真斗偉 池田 15"5

6女 武井結理亜 池田 15"2

6男 大石　朝陽 池田 14"0

走り幅跳び 5男 上嶋　悠樹 星城 350㎝

走り高跳び

5男 秋長　天晴 星城 118㎝

6女 長谷川真可 安田 127㎝

6男 竹田　脩人 池田 126㎝

ソフトボール投げ
5男 濵元　嵐士 安田 43.88m

6男 平見　知樹 苗羽 58.18m

400ｍリレー
5男 星　　城 63"7

6男 池　　田 59"5

（町内関係1位のみ掲載）
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November

く
ら
し
の
情
報

護
老
人
保
健
施
設
に
勤
務
す
る

職
員
を
予
定
人
数
に
達
す
る
ま

で
継
続
し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
看
護
師　

　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈮

　

〜
平
成
26
年
３
月
７
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　
（
☎
７
５
―
１
７
０
０
）

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　
（
☎
８
２
―
７
０
３
１
）

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

12
月
６
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
に
勤
務

す
る
臨
時
職
員
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
1
日
採
用
の

内
海
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を

予
定
人
数
に
達
す
る
ま
で
継
続

し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
助
産
師　

　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
助
産
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

②
看
護
師　

　
　
　

３
名
程
度

　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

③
管
理
栄
養
士　

　

１
名
程
度

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年

に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合

募
集

R
ecru

itm
en

t

内
海
病
院
職
員
募
集

小
豆
島
町
臨
時
職
員
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

格
す
る
見
込
み
の
方

④
作
業
療
法
士　

　

１
名
程
度

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
作
業
療
法
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年

に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合

格
す
る
見
込
み
の
方

⑤
言
語
聴
覚
士　

　

１
名
程
度

　

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
言
語
聴
覚
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
26
年

に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合

格
す
る
見
込
み
の
方

募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈮

　

〜
平
成
26
年
３
月
７
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　
（
☎
７
５
―
１
７
０
０
）

　

内
海
病
院

　
（
☎
８
２
―
２
１
２
２
）

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

12
月
６
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
介

11月

介
護
老
人
保
健
施
設
職
員
募
集

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師　１

名

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
取
得
者

応
募
方
法

　

履
歴
書
、
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
介
護
老
人
保
健
施
設
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は 

介
護
老
人
保
健
施
設
（
☎
８
２

―
７
０
３
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
１
月
1
日
か
ら
小

豆
島
町
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

臨
時
調
理
員
（
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
）　　

　
　
　
　
２
名
程
度

　

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
☎
７
５
―

１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所　

11
月
29
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
25
年
度

の
自
衛
官
採
用
試
験
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
種
目

①
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

②
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

応
募
資
格

①
男
子
で
中
卒（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か

つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な

実
績
を
納
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
方

②
男
子
で
中
卒（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

①
11
月
1
日
㈮
〜
12
月
6
日
㈮

②
11
月
1
日
㈮
〜
平
成
26
年
1

月
10
日
㈮

試
験
日　

①
平
成
26
年
1
月
11
日
㈯
〜
13

日
㈪
※
い
ず
れ
か
1
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

②
第
1
次

　

平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

　

第
2
次

　

平
成
26
年
2
月
1
日
㈯

　

〜
4
日
㈫

受
験
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
土
庄

　

分
駐
所　

☎
６
２
―
７
０
０
０

　

高
松
市
募
集
案
内
所

　

☎
０
８
７
―
８
６
１
―
２
５

　

９
０

介
護
老
人
保
健
施
設

臨
時
職
員
募
集
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問
い
合
わ
せ
先　

㈳
小
豆
島
青

年
会
議
所

　

☎
７
５
―
１
５
０
４

日
時　

11
月
24
日
㈰

　

9
時
30
分
集
合

　

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　

　

Ａ
コ
ー
ス　

銚
子
渓
・
駐
車

場
東
奥
の
空
地

　

Ｂ
コ
ー
ス　

寒
霞
渓
・
三
笠

山
登
り
口
の
「
碑
」
の
前

　

出
発
は
Ａ
・
Ｂ
と
も
10
時

コ
ー
ス　

Ａ
コ
ー
ス
銚
子
渓
↓
美
し
の
原

Ｂ
コ
ー
ス
寒
霞
渓
↓
美
し
の
原

　

12
時
30
分
頃
現
地
到
着
後
、

昼
食
・
学
習
会

　

14
時
頃
現
地
解
散

持
ち
物
・
服
装　

弁
当
・
水
筒
・

帽
子
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
筆

記
用
具
・
食
器
セ
ッ
ト
（
山

の
会
会
員
）・
作
業
着
・
履

き
な
れ
た
底
が
厚
め
の
靴

申
し
込
み
先

　

土
庄
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

11
月
21
日
㈭
ま
で｢

申
込
書

入
れ｣

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
参
加
も
可

主
催　

小
豆
島
山
の
会

問
い
合
わ
せ
先

　

大
内 

秀
樹

　

☎
６
２
―
０
２
７
１

　

島
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い

る
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
か
ら

と
っ
て
お
き
の
話
を
聞
き
出
し

て
小
豆
島
の
4
コ
マ
漫
画
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
優
秀
作
品
に
は

豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

題
材　

小
豆
島
の
こ
と
な
ら
何

で
も
（
何
点
で
も
応
募
可
）

募
集
対
象　

小
学
生
の
部
・
中

学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
・

一
般
の
部

募
集
方
法　

w
eb

サ
イ
ト

　
（http://shodoshim

a-jc.
com

/m
anga

）
か
ら
チ
ラ

シ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

　

町
内
の
公
民
館
・
役
場
に
あ

る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し

て
応
募
箱
も
し
く
は
、
左
記

住
所
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　

4
コ
マ
漫
画
コ
ン
テ

ス
ト
係

　

〒
７
６
１
―

４
３
０
１ 

池
田

３
９
３
９
―

１
２

※
封
筒
に
は
必
ず
差
出
人
と
住

　

所
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

10
月
24
日
㈭
〜
11

月
25
日
㈪

　
（
当
日
消
印
有
効
）

受
賞
作
品
展
示　

12
月
15
日
㈰

　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
和
室
に
て

日
時　

①
11
月
21
日
㈭

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

②
11
月
22
日
㈮

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

場
所　

①
内
海
福
祉
会
館

　

2
階
ホ
ー
ル

　

②
Ｊ
Ａ
香
川
県
土
庄
支
店

　

4
階
大
会
議
室

※
年
末
調
整
関
係
書
類
を
事
前

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
来

場
の
際
に
は
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
税
務
署　

調
査
部
門　

☎
６
２
―
１
３
０
３

　

伝
統
あ
る
響
心
太
鼓
や
劇
、

作
品
展
示
、
同
窓
会
喫
茶
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催

し
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
２
日
㈯

　

９
時
〜
14
時
30
分

テ
ー
マ　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
リ
ン

ク
）
〜
つ
な
が
る
コ
コ
ロ　

深
ま
る
絆
〜
」

　

幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で

の
、
元
気
で
明
る
い
子
ど
も
た

ち
の
授
業
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
授

業
や
寄
宿
舎
な
ど
の
校
内
施
設

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈯

　

8
時
40
分
〜
12
時
30
分

申
し
込
み　

不
要　

当
日
玄
関

に
て
受
付

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
立
聾

学
校　

☎
０
８
７
―
８
６
５

―
４
４
９
２　

教
頭
武
田

　

伝
統
の
町
の
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の

実
践
報
告
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈭　

15
時
〜

　
（
約
1
時
間
20
分
程
度
）

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村　

　

ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

演
題　
「
も
の
づ
く
り
・
人
づ

く
り
・
町
づ
く
り
」　

講
師　

セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ

ン
グ
ス 

女
史　

㈱
文
化
事

業
部
代
表
取
締
役

参
加
料　

無
料
（
筆
記
具
等
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

申
込
締
め
切
り　

11
月
11
日
㈪

主
催
・
申
し
込
み
先　

公
益
社

団
法
人　

小
豆
島
法
人
会　

☎
６
２
―
４
３
０
３

共
催　

小
豆
島
税
務
関
係
団
体

連
絡
協
議
会　

後
援　

小
豆
島
町
・
土
庄
町

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
事
務

所
と
同
様
の
相
談
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

①
11
月
８
日
㈮　

10
時

〜
15
時　

②
11
月
20
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所　

①
内
海
庁
舎
研
修
室

　

②
池
田
庁
舎
第
3
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

「
年
末
調
整
」説
明
会
の
開
催

第
41
回
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

香
川
県
立
聾
学
校

第
２
回 

学
校
開
放
日

小
豆
島
4
コ
マ
漫
画

コ
ン
テ
ス
ト

講
演
会
の
お
知
ら
せ

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n

相
談

A
d
v
ice

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

香
川
県
立
聾
学
校　

学
校
祭

ろ
う

香川県最低賃金が平成25年10月24日から改定されました。
　　　「時間額　686円」

問い合わせ先
香川労働局賃金室　☎087－811－8919
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労働保険の加入手続きはお済みですか？　11月は労働保険適用促進月間です

11月　くらしのカレンダー
1日 金
2日 土 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：15～12：00　老人保健施設うちのみ
3日 日
4日 月
5日 火 いこいの場　　　　10：00～12：30　　　　 内海福祉会館
6日 水
7日 木 特設人権相談所　　10：00～15：00　池田保健センター1階 保健指導室
8日 金
9日 土
10日 日
11日 月
12日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
13日 水
14日 木
15日 金
16日 土
17日 日
18日 月 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室
19日 火 思春期相談　　　　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室
20日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
21日 木
22日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成25年9月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

23日 土
24日 日
25日 月
26日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
27日 水 4か月児健診　　　 13：15～13：45受付

　（対象児：平成25年6月28日～8月27日生まれ）
10か月児健診　　 14：15～14：45受付
　（対象児：平成24年12月28日～平成25年2月27日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

28日 木
29日 金 家族相談　　　　　14：00～15：30　小豆総合事務所 東館2階会議室
30日 土

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々
の魅力をお伝えしています。11月は、オリーブ収穫祭、寒霞渓の紅葉、小豆島
産オリーブオイル、小豆島ふるさと村情報などの話題をお届けする予定です。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

}

町内の
【9月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 6 49 56
負 傷 者 6 64 80
死 亡 者 0 0 1

火　　災 0 7 8
救　　急 54 519 503

リサイクル情報
（9・10月受付分）

【譲ります】

【求めます】

ラジカセ
エレクトーン

草刈り機　　　　　　　肩掛け式
チャイルドシート　　 乳幼児用
幼児用補助便座　
　　　洋式便所にのせるタイプ
道着（柔道・合気道）
　　　　　　　3号～4号　3着

無償
無償

無償
無償

無償

無償

今月の納税

●町県民税
●後期高齢者医療保険料

３期
５期

納期限
12月2日㈪です。

※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

内海中学校体操服、２段ベッドはリ
サイクルできました。
ご協力ありがとうございました。 

11月はエコドライブ
月間です

～エコドラ
イブで地球
環境を守ろ
う！～
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き
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９
月
11
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
10
月
５
・
６
日
、
小

豆
島
石
の
魅
力
創
造
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
豆
島
の
石
の
魅
力

を
体
験
で
き
る
こ
の
取

り
組
み
も
今
年
で
３
回

目
で
す
が
、
普
段
何
気
な
く
見
て

い
る
場
所
に
も
積
み
重
ね
て
き
た

石
の
歴
史
・
文
化
が
あ
り
、
い
つ

も
驚
か
さ
れ
ま
す
。 人　口

男　性
女　性
世帯数

15,473
7,298
8,175
6,639

人
人
人
世帯

（△8人）
（△2人）
（△6人）

（5）
（10月1日現在（　）内は前月比）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

清
水　

裕
治
・
春　

奈

池

田

須
佐
美
正
人
・
プ
リ
シ
ラ
マ
ユ
ミ

〃

越
後　

正
志
・
美
紗
子

蒲

生

濵
本　

憲
昭
・
絵　

美

片

城

宮
本　

成
勝
・
那
菜
美

福

田

山
下　

智
之
・
美　

穂

〃

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

三
木　

正
91
本

人

池

田

井
上　

里
74
皓

夫

〃

木
口
克
己
82
本

人
草
壁
本
町

美
馬
秀
雄
86
本

人

安

田

上
嶋
ツ
ヤ
子

81
本

人

橘

中
村　

伸
81
本

人

古

江

黒
島
か
じ
子

86
重

俊

田

浦

久
留
島
キ
ミ
子

83
森　

一
弘

〃

西
川
長
幸
87
本

人

吉

田

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

松
岡
夢ゆ

め

翔と

男
亨

治

蒲

生

中
野
蒼そ

う

樹き

男

智

安

田

森　

美み

瑚こ

女
健
太
郎

〃

椿　
あ
か
り

女
雄

介

〃

土
居
詩し

茉ま
な

女
一

仁

苗

羽

湊　

洸ひ

夏な
つ

女
真

吾

福

田

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
6
組
）

◎
死　

亡　

（
９
人
）

◎
出　

生　

（
６
人
）

▽
広
報
し
ょ
う
ど
し
ま
10
月
号

15
ペ
ー
ジ
の
「
百
選
の
里
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
中
山
」
の
記

事
で
、
日
時
が
「
10
月
28
日

㈪
・
29
日
㈫
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、正
し
く
は
「
９
月
28
日
㈯
・

29
日
㈰
」
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

▽
訂
正
と
お
詫
び
△　

　

私
が
小
豆
島
へ
移
住
し
た
の

は
今
か
ら
４
年
前
、
現
在
、
お

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
オ
リ
ー
ブ
の
会
社
の
求
人
を

見
て
、
そ
の
面
接
で
小
豆
島
に

初
め
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
日
に
「
小
豆
島
の
こ
の
会
社

で
働
き
た
い
」
と
強
く
感
じ
、

そ
の
後
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て

小
豆
島
に
移
住
し
ま
し
た
。
島

外
出
身
の
私
か
ら
見
た
小
豆
島

は
「
本
当
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
い
島
」
だ
と
最
近
特
に
感
じ

ま
す
。

　

私
は
以
前
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
制
作
会
社
に
勤
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
修
学
旅
行
の
同
行

撮
影
で
全
国
の
観
光
地
に
行
く

機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
で

も
今
ま
で
に
行
っ
た
色
ん
な
観

光
地
と
比
べ
て
も
、
小
豆
島
は

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

る
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
め
は
「
島
」
だ
と

い
う
事
。
島
に
住
む
人
か
ら

見
れ
ば
「
不
便
」
と
し
か
感
じ

な
い
フ
ェ
リ
ー
で
の
交
通
手
段

も
、
島
に
観
光
に
来
ら
れ
る
人

に
と
っ
て
は
旅
行
中
の
わ
く
わ

く
す
る
貴
重
な
時
間
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
小
さ

な
島
の
中
に
海
、
自

然
、
寒
霞
渓
、
お
遍

路
、
醤
油
蔵
、
手
延

べ
そ
う
め
ん
、棚
田
、

お
接
待
、
オ
リ
ー
ブ

な
ど
、
小
豆
島
な
ら

で
は
の
素
晴
ら
し
い

魅
力
が
た
く
さ
ん
つ

ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

で
も
こ
の
た
く
さ
ん
の
魅
力

は
、
私
自
身
が
小
豆
島
に
住
ん

で
い
る
中
で
、
少
し
ず
つ
気
付

い
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
島
外

の
方
が
小
豆
島
に
日
帰
り
で
こ

ら
れ
て
、
す
ぐ
に
そ
の
魅
力
に

気
付
く
か
と
言
え
ば
難
し
い
部

分
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
年
間
に
数
多

く
の
方
が
小
豆
島
に
観
光
で
来

島
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
方
た
ち

に
ど
れ
位
、
小
豆
島
の
魅
力
を

感
じ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

小
豆
島
に
ず
っ
と
住
ん
で
い

る
方
た
ち
に
と
っ
て
「
当
た
り

前
」
や
「
不
便
」
と
感
じ
る
こ

と
で
す
ら
、
観
光
客
の
方
に
は

「
魅
力
」
と
感
じ
る
部
分
が
多

く
あ
り
ま
す
。
小
豆
島
に
住
む

人
が
、
ま
ず
は
そ
の
魅
力
に
気

付
き
、
誇
り
を
持
っ
て
小
豆
島

の
素
晴
ら
し
さ
を
島
外
の
方
に

積
極
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
の
中
で

「
小
豆
島
に
来
て
良
か
っ
た
。

来
年
も
ま
た
来
よ
う
ね
。」
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お

接
待
を
島
全
体
で
行
っ
て
い
く

こ
と
が
小
豆
島
を
元
気
に
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
島
の
外
か
ら
見
た
小
豆
島
の
魅
力
』

現
住
所　

西
村

西に
し　

田だ　

征ま
さ　

弘ひ
ろ

さ
ん


